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ユネスコ世界遺産「マチュ・ピチュ」 

ペルーアンデス山脈の東側、標高 2,430m にあ

るインカ文明の遺跡である。文明を育んだインカ

帝国は 1533 年にスペインの侵攻によりほろんだ

が、遺跡は 1983 年にインカ帝国の首都であった

クスコとともに最初の世界遺産に登録された。 

福島県出身のペルー移民、野内与吉は、鉄道建

設の関係で集落に移り住み、最初のホテルを建設

するなど集落の発展に大きく寄与、1941 年村に

昇格したマチュ・ピチュの初代村長に就任した。 

（小雨の中、傘をさしている人はいない。） 

九博デーに向け観光立国を考える 

九博 20 周年記念事業が終わり秋も深まって参りました。皆様いかがお過ごしでしょうか？来年

いよいよ愛する会自身の 20 周年。年明け九博デーに向け、その準備を進めています。 

ところで一昨年「日本遺産取消し」という屈辱的な事件が起こりました。その理由は隣接自治体と

の連携不足や地元への浸透度の低さと報道されました。全国的にもオーバーツーリズムの問題が起

こる昨今ですが、そもそも資源が少ない我が国が、持続的に豊かになる手段こそ、この観光立国と

いう国家戦略なのです。日本遺産制度もその中の一翼を担うものと認識しています。我が国や地方

の有する資源を充分に棚卸しした上で、打ち出された方針でもあり、決して間違ったものではない

と私も考えます。ただ計画や手段・決断が不十分な為に、充分な恩恵成果を上げられず、マイナス点

のみが強調され、観光立国という方向性そのものが間違っている、そんな意見も見受けられます。 

私事で恐縮ですが、実は令和が始まる瞬間を、幸運にもペルーのマチュ・ピチュで迎えました。そ

こで味わった感想を少しだけ述べます。この世界遺産を持つ村が、観光客のお陰でどれだけ豊かな

生活を送っているのか、この目で目撃体感したからです。現地の登山は 1 日の人数制限が厳しく課

され、ペットボトルや傘(カッパ限定)などの雨具は禁止、飲食店は夜間の終了時間が決まっており、

なんとホテル内では就寝時間まで決められていたのです。酒飲みの私も渋々諦めたものです。ある

意味観光においては、日本よりもペルーの方が遥かに先進国として存在していたのです。また朝ラ

ンが日課の私は、そこで驚くべき光景も目の当たりにしました。早朝５時には多くの村人が集まり、

道路や広場などを巡回お掃除しているではないですか！観光による恩恵をしっかり自覚し、更には

これを維持しようと一致団結している…そう見えたものです。 

観光立国の恩恵を私たちふるさとが受ける為には、今一度、大胆に戦略を組み直す必要があると

感じているのです。そこで今回のテーマを仮に『太宰府 Let’s 利活用』で計画中。Google AI では、

この「利活用（りかつよう）」とは、ある資源や物事を、最大限に有効活用することを意味します。特に、

本来価値があるのに現在十分に活用されていない資源（人、物、情報、技術など）を、その可能性を

最大限に引き出し利用する行為を指し、個人や企業、社会の生産性向上や新たな価値創造につなげ

ること、との事です。ふるさとの豊かで誇りある未来を考える、そんな機会にしたいと考えています。

こうご期待‼  （専務理事  青山 博秋） 

令和 7 年 10 月発行 
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九州国立博物館開館 20 周年記念特別展 

「九州の国宝・きゅうはくのたから」特別観覧 

 

九州国立博物館 歴代三館長座談会   ～きゅーはくの軌跡と未来～ 

7 月 10 日に九州国立博物館ミュージアムホールおいて、九州国立博物館歴代３館長をお迎えし

て座談会「きゅーはくの軌跡と未来」を開催しました。コーディネーターの川添理事長が絶妙な進行

で時がスムーズに過ぎました。 

初代三輪嘉六館長（２００５年～）は、開館前後に於ける苦労話、国内 4 番目の国立

博物館開ですが、前の東京、京都、奈良はいずれも１００年以上前に設立した博物館

です。九博は市民の力で博物館を誘致し、テーマとして「日本文化の形成はアジアと

の交流」が必要として、平成１７年に開館しました。九博は「学校より面白く、教科書よ

りわかりやすい」を展示理念として体現出来る施設づくりに努められました。また、三

輪館長はタイ、ベトナム等アジアの多くの国々と交流を深められ、タイでは「日本とタイ ふたつの国

の巧と美」を開催され、同時に両国のボランティア仲間は両国のものづくり等で交流を深めました。

ベトナムでは、ベトナム国立博物館と協定を締結され、日本文化を披露されました。参加したボラン

ティアはベトナムの学生と交流しました。 

島谷弘幸前館長（２０１５年～）は、熊本地震による文化財保護、文化財の搬出とク

リーニングを行い、特集展示「災害に学ぶ・備えるー熊本地震と文化財レスキュー」を

開催されました。また、新型コロナウイルスが世界中に蔓延して、博物館も感染防止

対策として特別展の中止、ボランティアによる案内中止等せざる得なくなり、島谷前

館長は太宰府天満宮と連携して、誘客に努められ、更に特集展示室の魅力がより集

客に繋がるとして、展示の充実に努められました。また、九博の庭園に「雲海桜」を植樹され、ピッカ

美化隊の花植えされた春の花と共に、今では博物館に咲く春の名物となっています 

富田淳現館長（２０２３年～）は、二人の三輪初代館長、島谷前館長に謝意を述べら

れ、「日本文化形成はアジアとの交流」と言うコンセプトを最も明確にして、東京、京

都、奈良の先輩博物館に無いような、九博独自の博物館像を描いて 21 年目を歩ん

で行くと言われました。 

共催の太宰府観光協会不老安正会長は、九博と天満宮参道とは表裏

一体で今後も協力していくと言われました。 

また、後援の太宰府天満宮西高辻信宏宮司は、太宰府天満宮と九博の

歴史的な繋がり、歴代宮司の果たした役割について述べられました。 

20 周年記念事業実行委員長  前田 和美 
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九州国立博物館歴代三館長座談会のコーディネーターを終えて 

NPO 法人九博を愛する会理事長  川添 廣志 

２０２５年７月１０日に九博２０周年記念九州国立博物館歴代三館長座談会が九州国立博物館のミ

ュージアムホールにて開催されました。私はその座談会の【コーディネーター】の大役を仰せつかり、

緊張しながら、山田九博副館長・小泉九博副館長のご協力を得て、本番に向かって準備をさせてい

ただきました。 

前半は、私は大変緊張してどうなることやら？と思いましたが、後半から歴代３館長のご配慮も

あり、愛する九博の思い出話で盛り上がり、観客からも笑いがでる雰囲気にもなりなんとか１時間半

を終える事ができたことに感謝申し上げます。また私自身、このコーディネーターの役割をいただく

事により、３館長のお話を通して、九博の２０年の歴史を振り返る貴重な体験させていただきました。 

本当にありがとうございました。いつの日か、もう一度３館長に集まっていただき、九博の大切さ

を更に語っていただく事を祈念して、九博歴代三館長報告とさせていただきます！ 

 

当日は、引き続き 3 館長を囲む会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲海桜は今年も美しく咲きました 

 
楠田太宰府市長が駆けつけてくださいました 

 

2025 年度 日本文化財科学会大賞を受賞された 
三輪様に当会から花束を贈呈し、お祝いしました 

 
太宰府天満宮西高辻信良
最高顧問から愛する会の
あゆみについてお話しを
いただきました 
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九州国立博物館開館 20 周年記念特別展「法然と極楽浄土」 

 

今年 10 月 16 日にまさしく 20 年目を迎える九博は、これまで 70 回を越える特別展を開催してき

ました。その中には、何らかの周年をきっかけに行なわれたものが少なくありません。近年では、伝教大

師最澄 1200 年大遠忌を記念する「最澄と天台宗のすべて」(2022 年)、沖縄復帰 50 年を記念する

「琉球」(2022 年)、長沢芦雪の生誕 270 年を記念する「長沢芦雪」(2024 年)などがありました。 

今秋の特別展「法然と極楽浄土」も浄土宗開宗 850 年を契機として

います。浄土宗の開祖となる法然が、「南無阿弥陀仏」と称えれば誰でも

極楽浄土に往生できると説いて浄土宗を開いたのが承安 5 年（1175）

のこと。昨年(2024 年)、開宗から 850 年の節目を迎えました。 

浄土宗は今でこそ全国に約 7 千か寺を擁する大きな宗派ですが、そ

の始まりは苦難の連続でした。「専修念仏」の教えは多くの信者を得る

一方、法然の古巣ともいえる比叡山延暦寺や奈良・興福寺による批判は

避けられず、ついに弟子の罪の責任を負う形で、法然は 75 歳にして讃

岐国に配流となります。1 年ほどで許されますが、京都に戻ったのは

79 歳のこと。その数か月後、弟子たちに見守られながら 80 歳で亡く

なります。没後、法然の教えは弟子たちによって全国へと広がり、室町時代には教学的にも組織的にも大

成されました。江戸時代になると徳川家の帰依を受けて発展し、以後現代に至るまで850 年にわたって

教えが受け継がれてきました。 

全 113 件の展示作品のうち、必見は約 1,200 年前の綴織當麻曼陀羅(奈良・當麻寺、11/11～

11/30)。4 メートル四方のタペストリーで、阿弥陀の極楽浄土を表わしています。そして、「早来迎」の名

で親しまれる阿弥陀二十五菩薩来迎図(京都・知恩院、10/7～11/3)。来迎図の最高峰として名高い作

品で、桜が咲き誇るなか阿弥陀や菩薩が来迎する様子を描いています。無数の人々によって称え継がれ

てきた「南無阿弥陀仏」の教えと 850 年以上に及ぶ歴史、そして、人々の信仰のよすがとなった多くの

浄土教美術の名品をご紹介します。ぜひ前期・後期ともにご覧ください！ 

 

（文化財課資料登録室長 森實久美子） 

九州国立博物館開館 20 周年記念特別展「法然と極楽浄土」 

会期：令和 7 年（2025）10 月 7 日（火）～11 月３0 日（日） 

会場：九州国立博物館 3 階  特別展示室 
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九州国立博物館開館 20 周年記念 特集展示                                     

「太宰府博覧会と鎮西博物館―明治時代の博物館構想―」 

 

太宰府における博物館設立運動の萌芽は、明治６年（1873）から三度にわたり開催された「太宰府博

覧会」にさかのぼります。 

 明治初年、文明開化の気運のもと、日本各地で文化財の保存

や産業振興、地域の発展を目的とした博覧会が相次いで開かれま

した。太宰府神社（現・太宰府天満宮）の境内、西高辻󠄀信厳の居宅

で行われた第 1 回太宰府博覧会には、太宰府神社をはじめ近郷の

社寺や個人が所蔵する古器旧物（文化財）を中心に六百点あまり

が出品され、多くの来場者を集めました。残念ながら当時の博覧

会の様子を写した絵画や写真は残っていませんが、地方における

近代的博覧会の先駆けとして、その意義は大変大きなものでし

た。 

さらに博覧会開催から約二十年後、太宰府に常設の展示施設

「鎮西博物館」を創設しようとする構想がうまれます。推進の中心

となったのは、太宰府神社宮司の西高辻󠄀信厳（1846～1899）、

元秋月藩士で神官を務めた後に古書・古美術商として活動し、好

古家としても知られる江藤正澄（1836～1911）、そして太宰府

の絵師・吉嗣拝山（1846～1922）です。 

鎮西博物館は古器旧物と九州の物産を併せて収集・展示しよう

とする計画でした。設立のための募金も広く集められ、また政府か

ら設置許可も得ましたが遂には実現せず、幻の博物館として記憶

にとどまることになりました。 

本展は、九州国立博物館開館２０周年を記念し、その創立前史

の中でもとりわけ重要な太宰府博覧会と鎮西博物館構想に焦点

を当てるものです。明治という新しい時代の到来とともに、人々が

体験した博覧会はどのようなものだったのか。そして、思い描いた

博物館はどのような姿だったのか。本展を通じてぜひ思いを寄せ

ていただければ幸いです。 

（企画課特別展室長 川畑憲子） 

九州国立博物館開館 20 周年記念特集展示「太宰府博覧会と鎮西博物館―明治時代の博物館構想―」 

会期：令和 7 年（2025）10 月 21 日（火）～11 月３0 日（日） 

会場：九州国立博物館 4 階  文化交流展示室（第１１室） 

太宰府博覧会目録（第 1 回）（部分） 

明治 6 年（1873） 

太宰府天満宮蔵 

 

太宰府博覧会に出品された品々の目録 

孔子および二弟子像 

中国・明時代もしくは江戸時代・17 世紀 

太宰府天満宮蔵 

 

第 1・２・３回太宰府博覧会に出品 

目録の口絵に掲載されている 
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『つくしドリームミュージカル』公演終了のご報告とお礼 

 

9 月 13 日（土）・14 日（日）の二日間、九州国立博物館開館 20 周年記念公演 市民参加

ミュージカル「つくしの空は晴れて」を無事に終えることができました。 

両日ともにチケットは早々に完売し、会場は満員のお

客様であふれ、大盛況の公演となりました。ご来場い

ただきました皆さま、本当にありがとうございました。 

また、このたび 20 周年を迎えられた九州国立博物

館に、改めて心よりお祝いを申し上げます。記念すべ

き節目にふさわしい舞台となったのではないかと思

います。 

出演者は、4月のキャスティングオーディションで初めて出会い、その後およそ5か月間、

一人ひとりが課題に向き合い、仲間を信じて稽古を重ねてきました。本番では、その努力の

すべてを舞台に込め、最高のパフォーマンスを届けてく

れました。この経験は、必ずやこれからの大きな糧とな

ることでしょう。 

さらに、客演として舞台に花を添えてくださった九州

国立博物館の小泉惠英副館長様、為近雄一郎様、青木恵

梨菜様、そして愛する会から川添廣志理事長、児嶋秀晃

部会長に、心より御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。 

つくしドリームミュージカルは、今年で 17 年目、通算

15 回目の公演を迎えることができました。ここまで続

けてこられたのも、長年にわたり応援してくださった皆

さまのお力添えのおかげです。これからも「文化芸術の

振興」「郷土愛の醸成」「青少年の健全育成」を柱に、活

動を続けてまいります。 

そして最後に、今回の舞台を支えてくださった表方・裏方のスタッフの皆さま、協賛企業

の皆さま、劇団ドリームカンパニーの皆

さま、さらには保護者や OB・OG の皆

さま――たくさんの方々のご協力によ

り、公演を成功に導いていただきまし

た。心より感謝申し上げます。 

これからも変わらぬご支援・ご協力を

お願いするとともに、新たな挑戦として

のご参加を、心より楽しみにお待ちして

おります。 

 

２０周年実行委員会副委員長 長濵 善博 
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九博ふるさとセミナーのご案内 

 

交流委員会では、「九博と市民のかけはし事業」として毎年「九博ふるさとセミナー」を開

催しており、今年で第 11 回を迎えます。今回は大野城市に焦点をあて、令和 7 年 12 月 6

日（土）13 時から 16 時まで、大野城心のふるさと館講座学習室にて開催いたします。対象

は会員および一般の方で、定員 80 名、参加費は無料です。 

第一部は九州国立博物館企画課特別展室長の川畑憲子氏による「徳川美術館所蔵 国宝 

初音の調度」の講演です。三代将軍家光の長女・千代姫が尾張徳川家に嫁ぐ際に制作され

た豪華な婚礼調度で、源氏物語「初音」にちなんだ優美な作品の見所を紹介します。 

第二部は大野城心のふるさと館館長

の赤司善彦氏が「博物館をはぐくむ・つな

がる」と題して、公立館の課題や地域拠点

としての役割を解説します。 

閉会後には希望者を対象に、同館秋季

特別展「神技の複製アート展」のギャラリ

ートークと見学も行います（観覧料 600

円）。申込は 10 月 15 日から 11 月 28

日まで、FAX（092-408-3062）また

は申込フォームにて受付。皆様のご参加

を心よりお待ちしております。 

（写真は、昨年の講演会です。）              （交流委員会対外交流部会長  児嶋 秀晃） 

 

つくし郷土かるたチャンピオンシップ開催のお知らせ 

 

交流委員会かるた部会では、本年 12 月 13 日（土）に太宰府天満宮の余香殿にて、中学

生や大人も参加できる「つくし郷土かるたチャンピオンシップ」の開催を計画しています。  

2016 年に小学生を対象にした第１回つくし郷土かるた大会を開催し、早いもので 10 年

が経ちました。この 10 年の間に延べ参加人数は優に 1000 名を超え、多くの 6 年生から

「中学生が参加できる大会を作ってほしい」との声をいただいていた次第です。この大会は

中学生から大人まで、年齢を問わず参加できる大会となっています。 

過去の出場歴は問いませんので、出場したい方は事務局までお問合せください！ 

（交流委員会かるた部会副会長  廣田  貴之） 
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【おもてなし委員会ピッカ美化部会からのお知らせ】 

○夏の花ポーチュラカから来春に向けて、ビオラの準備に入ります 

今年のポーチュラカは、前半はアブラムシ、8 月から９月末まではコナカイガラムシ

の害虫の発生に苦戦させられました。園芸店に聞いた

ところでは今年は同様の害虫の発生が多く、原因は不

明で猛暑などの天候が原因ではなかろうかとのことで

した。特にコナカイガラムシは初めての体験で、風でも

飛散感染拡大するやっかいな病害虫でしたが５回の消

毒散布でようやく駆除することができ、次の花ビオラ

への影響は防止できたと思います。 

花の開花状態は花壇の一部で

用土の不良による立ち枯れの発生、プランターでコナカイガラム

シの集中発生個所で開花不良が見られましたが、おおむね良好な

状態で咲いています。 

 

次の花ビオラの植え付けに向けて九博広報課と協議を始めまし

た。 

今年は福岡県が進める「花による美しいまちづくり」の一環と

して大型プランター（８台）の花植えを活動に加えて実施します。

スケジュールとして九博２０周年式典などの行事を考慮して、植

え付けを、11 月 15 日（土）として 10 月後半からポーチュラ

カの撤去、用土の一部入れ替え、肥料のすき込み等の準備作業に

入る予定です。 

花が育つお手伝いをすることは、大きな楽しみになります。  

皆さん一緒に花を、ご参加協力を宜しくお願いいたします。 

（ピッカ美化部会長  吉廣 勝太郎） 

○子どもフェスタのご案内 

第 14回子どもフェスタは、来る 12月 7日（日）に九州国立博物館で行われます。 

当会は、「紙相撲」で参加します。会員の皆様、子どもたちと一緒になって、紙相撲を

楽しみませんか。 

 

（編集後記） 

会報誌「アクト」71号をお届けします。 

この夏も猛暑が続き、群馬県伊勢崎市で 41.8℃という国内記録を更新したほか、昨年、猛暑日

62 日と全国で一番暑くなった太宰府は、昨年ほどではないですが今年も何度か夕方のニュース

に取り上げられました。お彼岸が過ぎてひと段落とはいかず、一気に秋とはならないようです。 

さて、当会の事務局が移転することが決まりました。新しい事務局は「太宰府いきいき情報セ

ンター」の 2 階です。これまでとは違い、西鉄五条駅のすぐ南側で、公共交通の便が格段に良く

なります。会員の皆様には、近くにお越しの際など新しい事務局に寄せていただけると幸いです。

移転日など詳細がはっきりしましたら HP等でお知らせします。（平田 利光） 


